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はじめに
関西学院の創立者であるW．R．ランバス生誕150周年
記念行事の一環として、今回の「創立者ウォルター・
R・ランバスのたどった足跡－生誕150周年を記念し
て－」という展示が、大学図書館において開催されて
いる。この展示の準備過程において、大学図書館の松
本千恵さんはじめスタッフの方々、ジオラマを作成さ
れた方々、また学院史編纂室の方々、とりわけ舟木讓
先生、池田裕子さんはじめ学院史編纂室研究プロジェ
クト「院長研究」の方々のご協力に感謝いたしたい。
さらに、関連教会の古い貴重な写真を提供してくださ
った教会の方々に、御礼を述べたい。
今回の展示においては、これまでのランバス研究の
成果を継承しつつ、新たな視点からの研究成果を提示
しようと試みた。「瀬戸内伝道圏構想」について言えば、
従来の研究は、主としてランバス父子による宣教の足
跡を歴史的にアプローチしてきた傾向にある。確かに
宣教の足跡をたどるアプローチとして、時間的・歴史
的な考察は必須のアプローチであるが、同時に空間
的・地理的な考察が伴わなければ、当時の宣教の力動
的な軌跡を充分に把握することはできないのではない
かという理由から、今回は特に当時の交通手段の展開
と宣教との関連の考察を重視しつつこのテーマにアプ
ローチを試みた。
このような研究
への動機として、
『関西学院百年史』
を共同で編纂・執
筆する作業の中か
ら、W．R．ランバ
スの「瀬戸内伝道
圏構想」について
の関心を既に喚起
されていたが、と
りわけ初代教会の
パウロにおける地
中海沿岸の都市伝
道圏を社会学的に
アプローチした
W．A．ミークスの研究（『古代都市のキリスト教－パウ
ロ伝道圏の社会学的研究』加山久夫監訳、ヨルダン社、
1989年）から刺激を受け、今回の研究構想が芽生えて
きた。特に、この約4年間、学部長という職責上、瀬戸
内伝道圏の諸教会の多くの教会や学校を訪問する機会
が与えられ、その構想も膨らんできたと言える。例え
ば、宇和島の教会を二度ほど訪問する機会があったが、
その地へは今でも神戸から決して容易でない距離であ
り、何度も列車を乗り換えてやっとの思いで辿り着く。
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学術資料講演会要旨
ウォルタ ・ーＲ・ランバスの「瀬戸内伝道圏構想」
神学部教授　神田　健次
①ジオラマ
ウォルター・Ｒ・ランバスが日本滞在中（1886 - 1890年）に創設された13の教会を赤い屋
根で表示し、ランバス離日後に創設された12の教会を青色の屋根で表示している。
大分
愛媛
山口
広島
香川 大阪
この宇和島まで、当時、ランバスは一体どのような交
通手段で、どれくらい時間を費やして訪れたのであろ
うかという思いを抱かざるを得ないのである。
ジオラマにおいては、W ．R．ランバスが日本滞在中
（1886－90年）に創設された13の教会を赤い屋根で表示
し、離日以降、日本メソヂスト教会の成立に至るまで
の期間（1890－1907年）に創設された12の教会を青い
屋根で表示している。さらに白い屋根で表示されてい
るのは、今日ランバス・リーグと呼ばれる5つの学校で
ある。各教会と学校の可能な限り古い写真と現在の写
真とを掲載し、簡潔な説明を施している。今回の講演
においては、時間の制約もあるので、W ．R．ランバスが
滞在期間中に創設された教会と学校を中心として取り
扱いたい。
【1】W．R．ランバスの構想
（1）上海から神戸へ
最初に、南メソヂスト監督教会の中国宣教の経緯に
ついて簡潔に述べておきたい。1846年に南メソヂスト
監督教会は、第一回総会において、開国間もない中国
での伝道開始を決定した。1848年ベンジャミン・ジェ
ンキンズとチャールズ・ティラーの家族とが中国に到
着し、1852年までに中国教区が設立された。1854年にJ．
W ．ランバスが中国の上海へ宣教師として赴任し、同年
ウォルターが誕生した。1877年にはウォルターが、デ
イジー・ケリーと結婚し、中国へ出発し、医療伝道に
従事した。上海郊外に麻薬中毒療養所を開設し、また
蘇州や北京などでも医療伝道を展開している。
ところで、中国で長年総理の役割を担ってきたJ．W ．
ランバスは、1880年に妻と共にアメリカに一時帰国す
るが、翌年、マクティエール監督は、代わってアレン
に総理の重責と婦人伝道部の調整役を担うよう命じた。
アレンは、ランバスの留守中に大胆な改革を行い、
1882年1月にJ．W ．ランバス夫妻が中国に戻った時、ラ
ンバスの目にはアレンが中国宣教部を独裁しているよ
うに映った。また、総理としてのランバスの能力に批
判的な監督の手紙や、アレンの提案に同意する中国宣
教部の態度にランバスは深く傷ついた。
1885年、蘇州で行われた会議で、ランバス父子の中
国伝道辞任が読み上げられた。辞任の理由は明記され
ていないが、ランバス側には次の要因があったものと
思われる。
1）健康上の理由により蘇州で家族は健康に暮らして
いけない。2）教育と伝道に関するアレンとの意見の相
違があった。3）儒教とキリスト教の問題に関して、当
初から、J．W ．ランバスは儒教を教えることに批判的で
あったが、アレンは儒教に理解があり、中国での青少
年教育に必要であることを認めていた。4）深刻な意見
の相違があり、会議の席上、自由な意見を言えないし、
また議論されないまま、あたかも全員の同意があるか
のように計画を公にする総理のやり方に、ランバスは
賛同できなかった（M elvile O. W iliams, Jr.,“From
M ission to Annual Conference : T he W ork of the
M ethodist Episcopal Church, South in China, 1848-
1886”M ethodist History, 31:3 April 1993)。
日本の宣教開始は、1885（明治18）年5月6日、米
国・南メソヂスト監督教会宣教局が3,000ドルの資金を
もって日本に宣教部を設立する決議を行った時点に由
来する。マクティエール監督により、年令と健康上の
理由から、J．W ．ランバスではなく、その息子W ．R．ラ
ンバスが総理に任命されている。翌年の4月20日、南メ
ソヂスト監督教会は、O．A．デュークスとランバス父子
の３名とその家族を日本宣教部員として任命し、7月25
日にJ．W ．ランバス夫妻とその娘ノラおよびO．A．デュ
ークスが、神戸に到着し、宣教を開始している。9月
15－17日に日本宣教部が開設され、W ．R．ランバスが総
理として任命された。神戸栄光教会の創設はこの時と
されている。さらに11月24日には、W ．R．ランバスが家
族とともに北京から神戸に到着し、本格的に宣教が着
手される体制が整った。
（2）「瀬戸内伝道圏構想」について
米国・南メソヂスト監督教会が、神戸に宣教の拠点
を据えた理由については、1887年にW ．R．ランバスが宣
教局に提出した報告書に以下のように明記されている。
「（1）神戸は伝道地として我々に開かれた地域の中
心である。メソヂスト監督教会は、神戸から200マイル
北（東）までと300マイル南（西）まで、つまり関東以
北、東海、北西九州を伝道地としている（南メソヂス
ト監督教会はこれ以降、近畿、中国、四国、東九州を
伝道地とするようになった）。
（2）やがて全線開通する鉄道路線の中心である（新
橋⇔神戸間の東海道線はその二年後、1889年7月に全線
開通した）。
（3）日本中で四季を通じて最も健康に適した海港で
ある。
（4）交通至便な瀬戸内海を通して主要な地方都市と
連絡ができる。
（5）神戸は条約港（居留地）としてアメリカ、イギ
リス、中国と毎週連絡が取れ、外国人として居住がで
き、また日本人に雇われないで伝道の仕事ができる。
（6）地形的条件が優れており、大阪、京都という大
都会に近く、今後の活動の見通しは明るい」（『関西学
院百年史　通史編』47－48頁）。
南メソヂスト監督教会が、日本宣教を開始した1886
年には、既に多くの宣教局が宣教活動を展開していた
ので、出遅れた開始となったと言える。同じ北米から
のメソヂスト監督教会としては、1873年に米国・メソ
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ヂスト監督教会が宣教を開始し、東京と東北地方、お
よび九州の西部と北部に展開し、1879年には長崎の活
水女学校（現・活水女学院）、1885年には福岡英和女学
校（現・福岡女学院）を設立している。またカナダ・
メソヂスト教会も、1873年に宣教に着手し、東京、静
岡、山梨、長野等に展開している。さらに関西におい
ては、例えば、アメリカンボードの宣教活動により、
1874年に摂津第一公会（現・神戸教会）と第二公会
（現・大阪教会）が創設され、また1875年には女子の寄
宿学校（現・神戸女学院）と同志社英学校（現・同志
社）、1878年には梅花女学校（現・梅花学園）等が創立
されていたのである。
しかし、このように出遅れた南メソヂスト監督教会
の宣教開始ではあったが、交通面の新たな展開という
要因を宣教の構想で最大限に活用しようとしたのが、
「瀬戸内伝道圏構想」と言える。1886年12月31日に、神
戸の居留地に宣教部が置かれ、三つの巡回区の設置が
決定された。神戸巡回区はW．R．ランバスが、琵琶湖巡
回区（大阪、京都、琵琶湖沿岸）はデュークスが、そ
して広島巡回区（広島、山口、下関）はJ．W．ランバス
が、それぞれ主任として責任を担うこととなった。な
お、この「巡回区」は英語の「サーキット」の訳であ
るが、メソヂスト固有の宣教方式である。
【2】宣教と交通手段
（1）陸　　路
W．R．ランバスの瀬戸内伝道圏構想を可能にした重要
な要因の一つは、明治期中期に大きく展開を見た交通
手段であった。まず鉄道の発展状況を概観すれば、東
海道線は、1874（明治7）年5月に、大阪⇔神戸間が開
業した。1877年2月には、大阪⇔京都間が開業し、1880
年7月には、京都⇔大津間が開業している。そして関西
学院が創立された1889年の7月に、東海道線の新橋⇔神
戸間が全通したのである。直通列車は、1日1往復のみ
で、運賃は下等（三等）で3円76銭であり、所要時間は、
下り20時間5分、上り20時間10分を要している。1891年
1月の時刻改正で、新橋⇔神戸間は2往復に増発となり、
新橋⇔大阪間にも1往復運転される。同年5月1日には新
橋⇔神戸間の所要時間は19時間41分に短縮され、新橋
⇔大阪間の下り列車が神戸へ延長となる。1896年9月、
新橋⇔神戸間に「急行」列車が運転開始した。展示で
は、当時の神戸停車場と実際に走っていた蒸気機関車
の写真をパネルにした。
また、私鉄であった山陽鉄道は、1888年11月に兵庫
⇔明石間で開通し、1889年9月には、神戸⇔兵庫間で開
通したことにより、官設鉄道へ接続できた。神戸⇔岡
山間では、21駅中7駅を通過し、岡山以西は各駅停車で
あったが、他の列車と山陽鉄道により神戸⇔姫路間が
開業し、その後小刻みに尾道まで開通した。さらに
1894年6月には、三原（現・糸崎）⇔広島間の開通のた
め神戸⇔広島間が開通し、昼行2往復、夜行1往復の列
車が運転され、一番速い列車でも9時間40分を要した。
1894年10月、時刻改正を行い神戸⇔広島間3往復のうち
昼行き1往復を急行列車として運転を開始している。こ
れは日本の鉄道では最初の長距離急行列車で、所要時
間は8時間56分で、44分の短縮となった。そして1901年
5月には、厚狭⇔馬関（現・下関）間の開業により、つ
いに山陽鉄道神戸⇔馬関間が全通したのである。
その他、当時の陸路の交通手段として、馬車や籠、
人力車や自転車等が利用されていた。展示では、ウィ
ルソン監督が籠に乗って教会を巡回する写真をパネル
にしているが、貴重な写真である。また御影教会の古
い写真では、教会の
前に人力車が待って
いる光景が見られ、
当時は今日のタクシ
ーのような役割を果
たしていたことが、
明治期の人力車の利
用状況から窺える。
展示においては、ま
た、宣教師のターナ
ーと通訳の柳原浪夫
と荷物を持った男
が、徒歩で伝道して
いる写真がパネルに
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② 神戸停車場（1874年完成）
1896年９月、新橋⇔神戸間に「急行」列車が運転開始した
当時の神戸停車場
③ 蒸気機関車（1873年製）
当時実際に走っていた蒸気機関車
④ ウィルソン監督が籠に乗って教会を巡
回する姿
されているが、この写真も当時の伝道活動の一齣を伝
えるものとして貴重なものである。
（2）海　　路
他方、海路については、瀬戸内航路の展開が重要な
交通手段となっている。従来、小規模の商船会社が数
多く競合していたが、それらを統合するかたちで1884
年に大阪商船が設立されたことは、瀬戸内航路の発展
にとって画期的な出来事であった。その多岐にわたる
航路は、瀬戸内海沿岸の主要な地域に寄港することと
なり、W．R．ランバスの「瀬戸内伝道圏構想」は、まさ
にこのような大阪商船の瀬戸内航路の整備と展開なし
にはあり得なかったと言っても過言ではない。1884年
の大阪商船設立時の航路及び時刻表を見てみると、航
路としては18本線と3支線が掲載されており、瀬戸内沿
岸の主要な地域を網羅していることが窺える。例えば、
神戸から宇和島まで行く場合、第九本線の大阪宇和島
線を利用することになるが、神戸、多度津、今治、三
津ヶ濱、長濱、別府、大分、佐賀ノ関、八幡浜、宇和
島という航路で、宇和島までは3日を要している。しか
も、月に9便しかないので、今日に比べていかに大変で
困難な旅であったかがわかる。時には、遭難の危険を
ともなっていたことについて、W．R．ランバス自身も、
実際に遭難しかけた体験を回顧して語っている
（“Articles on Japan”「日本雑記」を参照）。展示では、
当時の神戸港の風景と実際に走行していた明石丸の写
真をパネルにした。
【3】神戸と広島を中心とした宣教の働き
（1）神戸から琵琶湖にかけて
まず最初に神戸における宣教活動であるが、教会か
ら見てみれば、1886年9月17日に南美以神戸教会、後に
神戸美以教会（現・神戸栄光教会）が創設された。こ
の教会は、関西学院の母教会と呼べる教会であるが、
阪神・淡路大震災によって会堂が倒壊し、2004年9月に
10年を経て神戸のシンボルとして見事に再建された。
1889年8月25日には、J．W．ランバスによって姫路伝
道が着手され、これが姫路五軒邸教会の創設となって
いる。教会の創設年を、伝道開始時とするか、講義所
の設立時とするか、教会によって異なるが、教会の主
張を尊重している。姫路への宣教には、山陽鉄道が活
用されている。
また1886年より、兵庫区では南美以神戸教会の勧士
鵜崎庚午郎（神学部一期生、後の日本メソヂスト第三
代監督）により聖書講義が行われていたが、1889年10
月20日にその聖書講義所をもって現在の兵庫松本通教
会が創設された。さらに1890年に、神学部長J．C．C．
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⑦ 宣教師ターナーと通訳
の柳原浪夫と荷物を持
った男性が徒歩で伝道
している写真
⑧ 神戸港の風景（1905年頃）
⑥ 人力車
御影教会の前に人力車が
待っている光景
⑨ 明石丸（1888年製造）
⑤ 神戸栄光教会
1888年に献堂式が行われた南メ
ソヂスト監督教会時代の神戸栄
光教会。現在の教会堂は2004年
に献堂された。
ニュートンを招いて御影講義所（現・御影教会）が創
設された。
学校に関しては、1886年11月に、神戸居留地47番館
で、J．W．ランバスが始めていた英語夜間学校に、W．R．
ランバスが「読書館」を設け、1887年1月には最初の寄
付者W．B．パルモアの名にちなんでパルモア英学院
（現・パルモア学院専門学校）が創立された。また1888
年9月、J．W．ランバスの妻メアリーにより、神戸に神
戸婦人伝道学校（1899年、ランバス記念伝道女学校と
改称。現・聖和大学の前身の一つ）が創立され、さら
に1889年9月、W．R．ランバスにより関西学院が創立さ
れた。なお、ランバス・リーグに属する啓明女学院は、
1923年にパルモア学院の女子部として創立された。
大阪へのアクセスには鉄道が利用され、1887年にJ．
W．ランバスが、大阪での伝道に着手し、中之島洗心館
ホテルで集会がもたれていた。翌年、蘆田慶治（後に
神学部教授）が大阪の初穂として、J．W．ランバスより
受洗した。1889年2月22日には、大阪東部教会（現・東
梅田教会）が創設され、初代牧師としてE．タウソンが
就任した。その後1895年9月29日に、堺講義所（現・堺
清水橋教会）が創設された。
さらに京都から琵琶湖にかけてであるが、交通手段
としては鉄道が利用され、デュークスを中心に当初よ
り伝道の取り組みがなされていた。しかし、同志社と
の関連で伝道の進展は困難をきわめ、ランバス滞在期
に教会が創設されることはなかった。南メソヂスト監
督教会の京都における最初の宣教の実りは、1898年に
神戸地区京都講義所（現・京都御幸町教会）の創設で
あり、その後1906年には、伏見基督教講義所（現・伏
見教会）が創設されている。
（2）広島を中心として
南メソヂスト監督教会の宣教活動におけるもう一つ
の拠点は、広島であり、
学校の創立としては、
広島英和女学校（現・
広島女学院）が1887年
4月に創立されている。
実は、その前年の10月
1日に、砂本貞吉が、J．
W．ランバスの応援を
求めて、広島市西大工
町に女子塾を開設した
ところにこの学校のル
ーツが求められるが、
その経緯については以
下に記されている。
14
No.75
⑩ 関西学院
原田の森ブランチ・メモリアル・チャペルと現在の関西学院
⑫ 東梅田教会
1900年頃撮影の東梅田教会。現在の教会堂は2002年に献堂された。
⑬ 広島女学院
1892年新校舎落成の広島女学院。
現在の広島女学院新図書館は、
2004年にオープンした。
⑪ 京都御幸町教会
1913年撮影。現在の教会堂は1998年に耐震補強工事が行われた。
「砂本がJ．W．ランバスを訪れて広島伝道を願い出た
のは、10月に入って間もないころのことだったと考え
られるが、模索中であった日本宣教部にとって、砂本
のこの訪問は決定的な役割を果たした。これがきっか
けで、同宣教部は琵琶湖巡回・神戸巡回・広島巡回と
いう三つの宣教区を含む伝道域を設定することになる
のである。J．W．ランバスは、砂本のこの招きを、マケ
ドニアン・コールと呼んで、パウロのマケドニア伝道
への召命になぞらえた。約二週間後、砂本はランバス
に書状を送り、いよいよ広島での活動の機が熟したこ
とを伝え、これを受けてJ．W．ランバスが〈その最初の
日本人受洗者であった〉鈴木愿太とともに神戸を発ち、
広島に到着したのは10月25日のことであった。広島伝
道・女学校創設へむけての第一歩である」（『広島女学
院百年史』3頁）。
さらに1887年10月12日に、初代校長（校母）N．B．ゲ
ーンスは広島赴任を命じられ、W．R．ランバス夫妻と共
に10月12日の夜おそく到着しているが、神戸から広島
の宇品港へは船で、その後人力車を利用している。そ
の時の状況について、「W．R．ランバス夫妻はゲーンス
女史と共に、広島へと発った。旅は、狭くこみあった
船を使ったものであった。しかし、船中の窮屈さと居
心地の悪さは、外の美しい景色でカバーされた。『瀬戸
内海の素晴らしい夜明けは、天国のようでした』とゲ
ーンス女史に言わせたほどであった。港についた後、
人力車で三マイル先にある宿屋に行った。途中、三人
は塩田や田んぼを通り抜けたが、車夫は彼女らに心遣
いを示してくれ、なかなか快適なものであった」（『広
島女学院百年史』26頁）と、記されている。
広島では、広島英和女学校の創立とともに、1887
（明治20）年5月8日に広島美以教会（現・広島流川教会）
が創設されている。この教会は、神戸栄光教会に次ぐ
教会として山陽地域における宣教活動の中核となった
と言える。戦時期に被爆した教会としても有名であり、
戦後の広島における平和運動の一つの重要な拠点とな
ってきた教会であり、現在も被爆した十字架が掲げら
れ、世界の平和と和解の象徴となっている。被爆され
た教会の谷本清牧師、女学院の松本卓夫院長の平和運
動への貢献は、大きなものであるが、二人とも同窓で
あり、神学部出身である（『関西学院史紀要』第9号参
照）。
広島美以教会を拠点とした宣教の展開によって、
1889年には岩国講義所（現・岩国教会）が創設された。
またランバス帰国以降では、1891年に山口講義所
（現・山口信愛教会）、1897年には福山講義所（現・福
山東教会）、1893年には徳山講義所（現・徳山教会）、
1904年、呉講義所（現・呉平安教会）、1906年、三田尻
講義所（現・防府教会）が創設されている。このよう
な山陽地域における宣教の展開を考える上で、山陽鉄
道が1894年に神戸⇔広島間に開通し、1901年には神戸
⇔馬関（下関）間に開通したという、交通の発達状況
は考慮されるべきであろう。
南メソヂスト監督教会が、いかに綿密に宣教戦略を
立てていたかについては、今回、展示されている広島
県の地図に綿密に宣教戦略を書き込んだ資料からも明
らかである。広島県の北部では庄原が記入されている
が、この庄原へはランバス父子も何度か伝道に訪れて
いる。しかし、教会の創設には至らなかった。興味深
いのは、現在、国営備北丘陵公園の一角にある売店が
「ランバス」の名を残していることである。
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⑭ 広島流川教会
1928年に献堂式が行われた日本メソヂスト教会時代の広島流川教会
と現在の姿。現在の教会堂は1971年に献堂された。
⑮ 広島県管区全図（明治14年2月2日再版）
広島から出発して可部－吉田－三次－尾道－三原－本郷－田万
里－西条－上瀬野－海田－広島に至る巡回地が赤色の直線で示
され、それぞれの距離が記入されている。
⑯ 売店「ランバス」（広島県庄原）
広島県の庄原は、1888（明治21）年J. W. ランバスが
砂本貞吉と共に訪れ、英語教師の松浦豊吉の家族ほか
数名に洗礼を授けた。しかし、その後、庄原には教会
が創設されることはなかった。現在、庄原にある国営
備北丘陵公園の一角にある売店がランバスの名を残し
ている。
【4】四国の瀬戸内沿岸と九州東部
（1）四国の瀬戸内沿岸
ランバス父子が、四国の瀬戸内沿岸に伝道のため訪
れたのは、愛媛県の宇和島であった。W．R．ランバスの
「日本雑記」によれば、1887年の春、大阪から宇和島に
帰省中の篠原資、西村静一郎とが計り、J．W．ランバス
を招いたことが、最初の契機であった。J．W．ランバス
が、岡健太と共に宇和島を訪れたのは5月であり、宿舎
居村旅館で聖書教授を行っている。ここでもマケドニ
アン・コールと言える呼びかけがあったが、もう一つ
の繋がりは、同年9月15日、W．R．ランバスが旧宇和島
藩主の伊達家を訪問し、宗紀候を診察していることで
ある。
この訪問について、『神戸又新日報』は、「當居留地
四十七番館に住むドクトル、ランバス氏は先般宇和島
地方へ赴き夫より海を渡りて廣嶋に到り　ここにて豫
て同地方へ出掛けゐたる氏の父に會し相携へて去る二
十二日帰神せり　宇和島に到りし時は偶々伊達家より
招かれその依頼によりて先頃より病に罹り危篤なる春
山老公（旧宇和島藩主にて現戸主伊達宗徳君の実父）
を診察したるよし　公は當年九十八歳にて近ごろまで
頗る矍鑠たり・・・・」（『神戸又新日報』1887年9月25
日）と、報じている。
興味深い点は、宇和島でのこの診察が、W．R．ラン
バスの日本での医療行為としては大変珍しいというこ
とである。中国やアフリカ等では、医療伝道が主体で
あったと言えるが、日本では既に医療伝道の必要がな
かったという状況があったと思われる。
このようなランバス父子の宇和島における働きが実
り、1887年9月25日に宇和島美以教会（現・宇和島中町
教会）が創設され、
J．W．ランバスが初
代牧師となってい
る。11月20日には、
W．R．ランバスに
より、中村草友、
笠原隆久が受洗し
ている。さらに、
宇和島教会の教会員原簿によれば、1888年9月18日に10
名、12月に8名、1889年2月22日には2名、1890年6月21
日に4名、何れもJ．W．ランバスより受洗している。明
治初期のキリスト教受容の特色として、多くの没落士
族の子弟が、新しい時代を生きるために英語を取得し、
新たな精神的支柱としてキリスト教を受け入れていっ
たと言えるが、城下町宇和島でもこのような傾向が顕
著に見られたのである。
また宇和島から近い八幡浜への伝道により、1888年
10月11日に八幡浜教会が創設され、さらに香川県の多
度津への伝道により、1889年11月20日に多度津教会が
創設された。当初、牧師不在であったため、日曜の礼
拝毎に前日から神戸より多度津へ船で通い、支援し続
けた神学生が、後
に日曜学校運動で
大きな足跡を残し
た三戸吉太郎であ
る。なお、1891年
に松山教会（現・
松山番町教会）が
創設された。
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⑱ 八幡浜教会
1890年代の南
メソヂスト監
督教会時代の
八幡浜教会。
現在の教会堂
は1931年に献
堂された。
⑲ 多度津教会
1892年頃撮影の多度津教会。
現在の教会堂は1985年に献堂
された。
⑰ 宇和島中町教会
1896年頃撮影の宇和島中町教
会。現在の教会堂は1905年に
増改築され、現在も使われて
いる。
（2）九州東部
九州東部の大分に宣教
が展開された理由として
は、メソヂスト監督教会
が西部と北部を中心に展
開していたのでまだ東部
に余地があったこと、さ
らに大阪商船の大阪宇和
島航路が大分に寄港して
いたため宇和島から近か
ったことがあげられる。
大分の宣教には、W．R．ランバスが深く関わっているが、
まず1888年7月21日に2名、7月27日には2名、29日に1名、
さらに9月16日には久留島武彦ら5名に授洗した。10月
28日に柳原浪夫ら9名に、C．B．モズレーが授洗している
が、12月16日にはW．R．ランバスが、釘宮辰生ら5名に
授洗し、12月17日に大分南美以教会（現・大分教会）
が創設されたのである。
特筆すべき出来事は、1889年、W．R．ランバスが、吉
岡美国や幹事中村平三郎らとともに大分で伝道活動を
行っていたS．H．ウェンライトを訪れた際、12月31日の
除夜会の説教を通して、聖霊の働きによるリヴァイバ
ルを体験したことである。こうしたW．R．ランバスなど
の働きによって形成された群れは、「大分バンド」と呼
ばれ、柳原浪夫、久留島武彦（のちに児童文学者）、釘
宮辰生等がその代表的な人物である。明治期のキリス
ト教において、札幌、横浜、熊本の三大バンドの他に、
メソヂストでは弘前バンド、小石川バンド、静岡バン
ド等の小バンドの存在が注目されているが、関西学院
と深く関係しているこの大分バンドも、その一つに加
えられるであろう。
さらに、大分教会のウェンライトが、1889年11月1日
に杵築に人を派遣し、杵築講義所（現・杵築教会）が
創設され、また木戸鉄三郎を派遣し、1890年12月8日に
は佐伯講義所（現・佐伯教会）が創設された。その後
大分では、1897年5月5日に中津講義所（現・中津教会）、
同年10月31日には国東講義所（現・国東教会）が創設
された。
結　び
以上、W．R．ランバスの「瀬戸内伝道圏構想」とその
構想の具体化のプロセスをめぐって、宣教と当時の交
通手段との関係の視点から述べてきた。これまで、歴
史的アプローチだけでは十分に把握できなかったラン
バスの構想とその具体化のプロセスが、今回の展示を
通して少しでも理解していただけたら幸いである。今
回のW．R．ランバス生誕150周年の特別展示を通して、
もう一度、関西学院の原点に立ち返り、そこから現在
と明日の学院を共に考える示唆を与えられたい。
〔注記〕本講演会の全文は『関西学院史紀要』（第11号、
2005年）に掲載されている。
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神田　健次（かんだ　けんじ） 
 
関西学院大学神学部教授 
 
1948年新潟県に生まれる。1973年青山学院大学文学部神学科
卒業。1980年、関西学院大学神学研究科博士課程修了。1980-
82年、ミュンヘン大学神学部留学。1995年、ベルン大学神学
部客員研究員。博士（神学）。現在、関西学院大学神学部教授、
神学部長（2001年4月～2005年3月まで）。日本基督教団正教師。
世界教会協議会（WCC）信仰職制委員。日本キリスト教協議
会宗教研究所理事。日本キリスト教学会理事。 
著書に『現代の聖餐論：エキュメニカル運動の軌跡から』（日
本基督教団出版局　1997年）、『総説実践神学Ⅰ、Ⅱ』（共編著、
日本基督教団出版局　1989, 1993年）、『死の意味』（共著、新
教出版社　1994）、『講座現代キリスト教倫理Ⅰ　生と死』（編
著　日本基督教団出版局　1999）他。 
⑳ 大分教会
1899年頃撮影の大分
教会。現在の教会堂
は1962年に献堂され
た。
柳原浪夫（やなぎはら　なみお）
S.H.ウェンライト宣教師の館で起こった大
分リヴァイヴァルで献身を誓い関西学院
神学部初期の学生となった。
久留島武彦（くるしま　たけひこ）
口演童話の開拓者として知られた児童文
学者。大分で受洗。草創期の関西学院に
学んだ。
日本のアンデルセンと呼ばれ、黎明期の
児童福祉文化の向上に努め、我が国の児
童文学史に大きな足跡を残した。
釘宮辰生（くぎみや　ときお）
日本メソヂスト教会第５代監督。関西学
院教会の第７代牧師。関西学院理事。
関西学院大学神学部には釘宮記念奨学金
が設定されている。
